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公開セミナー 

グランドハイアットホテル（カイロ）で HWCC
と SHAPWASCO の総裁が開会式の講演してい

る状況。(第 1 回公開セミナー)  
(日付: 2007 年 6 月 10 日)

SHAPWASCO 総裁が第 1 回公開セミナーの司

会進行している状況。  
 

 (日付: 2007 年 6 月 10 日)

UFW チームリーダーが第 1 回公開セミナーで

講演している状況。 
(日付: 2007年 6月 10日)

SOP チームリーダーが第 1 回公開セミナーで

講演している状況。 
        (日付: 2007 年 6 月 10 日)

UFW チームリーダーが第 3 回公開セミナーで

最終成果と評価の発表している状況。 
      (日付: 2009 年 10 月 27 日)

SOP チームリーダーが第 3 回公開セミナーで

最終成果と評価の発表している状況。 
      (日付: 2009 年 10 月 27 日)
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公開ワークショップ 

カウンターパートがザカジグにて講演してい

る状況。(第 1 回公開ワークショップ) 
     (日付: 2007 年 11 月 25・26 日)

カウンターパートがザカジグにて講演してい

る状況。(第 1 回公開ワークショップ) 
    (日付: 2007 年 11 月 25・26 日)

カウンターパートが発表者の講演を視聴して

いる状況。 
(第 1 回公開ワークショップ) 

(日付: 2007 年 11 月 25・26 日)

ザカジグにて出席者とディスカッションして

いる状況。 
(第 1 回公開ワークショップ) 

(日付: 2007 年 11 月 25・26 日)

ザガジグにて節水キャンペーンの結果を発表

している状況。 
(第 2 回公開ワークショップ)  

(日付: 2008 年 12 月 16 日) 

UFW 削減活動の発表で出席者が質問してい

る状況。 
(第 2 回公開ワークショップ)              

(日付: 2008 年 12 月 16 日)
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UFW 内部ワークショップ 

UFW 削減活動プロジェクトの目標の説明して

いる状況。 
       (日付: 2007 年 2 月 24 日)

 

UFW 削減活動のエジプト専門家によるプレゼ

ンテーションの状況。 
       (日付: 2007 年 2 月 24 日)

カウンターパートがUFW削減活動の発表して

いる状況。 
(日付: 2007 年 2 月 24 日)

研修室でメータ検針の説明をしている状況。 

  (日付: 2007 年 7 月 1 日)

ザガジグチームリーダーがザガジグ市東地区

での調査結果を発表している状況。 
         (日付:2007 年 9 月 11 日)

 

日本人専門家がザガジグ市東地区でのオンサ

イト・ワークショップでカウンターパートにア

ドバイスしている状況。  
(日付:2007 年 9 月 11 日)
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SOP 内部ワークショップ 

SOP 活動プロジェクト目標を説明している状

況。             
(日付: 2007 年 2 月 26 日)

SOP エジプト専門家が説明している状況。    
 

(日付: 2007 年 2 月 26 日)

カウンターパートが SOP について発表してい

る状況。 
(日付: 2007 年 2 月 27 日)

カウンターパートがアバッサ浄水場の水質管

理と施設管理の連携の重要性を説明している

状況。   
(日付: 2007 年 6 月 25 日)

研修室で井戸モニタリングチームリーダーが

井戸モニタリングの説明をしている状況。  
(日付: 2007 年 6 月 26 日)

 

研修室で水質と工程管理の説明をしている状

況。           
  (日付: 2007 年 10 月 27 日)
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節水キャンペーン 

ヒヒヤ郡の小学校に専門家とカウンターパー

トチームが訪問している状況。 
(日付: 2007 年 10 月 24 日)

小学生がヒヒヤ浄水場に訪問している状況。 

(日付:2007 年 10 月 28 日)

イブラヒミヤ郡の中学生がアンケートに回答

している状況。 
(日付: 2007 年 11 月 14 日) 

中学生がヒヒヤ浄水場に訪問している状況。  
 
(日付: 2007 年 11 月 19 日) 

 
合同調整委員会 

第 1 回合同調整委員会のメンバーと協議して

いる状況。   
 (日付: 2008 年 7 月 10 日)

第 6 回合同調整委員会でプロジェクト完了の

サインしている状況。 
(日付: 2009 年 10 月 27 日)
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UFW 削減活動(1/3) 

モストロッドトレーニングセンターでカウン

ターパートがトレーニングしている状況。 (ア
クション U1) 

(日付: 2007 年 5 月 7 日)

ザガジグ市東地区での夜間最小流量調査の状

況。 (アクション U2)      
(日付: 2007 年 6 月 7 日)

ザガジグ郡で夜間最小流量調査のポータブル

流量計を設置している状況。 
 (アクション U2)    

(日付: 2007 年 6 月 30 日)

GIS センターで専門家 GIS 操作のトレーニン

グしている状況。 
 (アクション U3) 

     (日付:2007 年 5 月 14 日)

ヨルダンでUFWチームが意見交換をしている

状況。(アクション U5)          
 (日付: 2007 年 7 月 14 日)

 

ザガジグ市東地区でメータを調査している状

況。 (アクション U7,8) 
    (日付: 2007 年 11 月 10 日)
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UFW 削減活動(2/3) 

SHAPWASCO がザガジグ市東地区で水道メ

ータを修復している状況。(アクション U7, 
U8) 

(日付: 2007 年 11 月 12 日)

UFW チームリーダーがヒヒヤ郡で漏水探知

器の調査している状況。 (アクション U11) 
 
(日付: 2007 年 11 月 26 日) 

カウンターパートがヒヒヤ郡で簡易音聴棒を

使用して漏水探査している状況。 
 (アクション U11)           

(日付: 2007 年 11 月 29 日)

ヒヒヤチームとUFWチームリーダーがヒヒヤ

郡で夜間調査をしている状況。 (アクション
U11)           

(日付: 2007 年 12 月 5 日)

カウンターパートがヒヒヤ郡で漏水箇所をハ

ンマードリルで削孔している状況。  
(アクション U11)   

 (日付: 2007 年 12 月 8 日)

カウンターパートがヒヒヤ郡で埋設のケーブ

ルとパイプ位置を調査している状況。(アクシ

ョン U11)  
(日付: 2007 年 12 月 13 日)
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UFW 削減活動(3/3) 

ヒヒヤ郡でカウンターパートチームが漏水発

見箇所を掘削している状況。 
 (アクション U12)   

 (日付: 2007 年 12 月 13 日)

ヒヒヤ郡でカウンターパートチームが発見し

た漏水箇所。 (アクション U12) 
 
(日付: 2007 年 12 月 13 日) 

イブラヒミヤ郡で漏水箇所を修復している状

況。 
 (アクション U12) 

 (日付: 2008 年 7 月 24 日)

ザガジグ市西地区で機械取扱い試験とトレー

ニングしている状況。     
 (日付: 2008 年 7 月 6 日)

ヒヒヤ漏水探査トレーニングヤードで機械取

扱い試験とトレーニングしている状況。 
 (日付: 2009 年 2 月 5 日)

ヒヒヤ漏水探査トレーニングヤードで機械取

扱い試験とトレーニングしている状況。 
(日付: 2009 年 2 月 5 日)
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SOP 活動(1/3) 

アバッサ浄水場で P&ID と SOP 作成のための

準備調査している状況。 
 (アクション S1.2.4) 

 (日付: 2007 年 5 月 31 日)

アバッサ浄水場でカウンターパートが P&ID
案を準備している状況。 (アクション S1)     

      (日付: 2007 年 6 月 6 日)
 

アバッサ浄水場で P&ID と SOP 文書のための

準備で協議している状況。  
(アクション S1.4)  

(日付: 2007 年 6 月 9 日)

アバッサ浄水場で P&ID と SOP 文書のための

準備で協議している状況。 
(アクション S1.4)  

(日付: 2007 年 6 月 11 日)

カフルファラッグで P&ID と SOP 文書のため

の準備で協議している状況。 
(アクション S1.4)   

(日付: 2007 年 6 月 16 日)

カウンターパートが アバッサ浄水場でモータ

ー振動の整備前と整備後を記録している状況。

(アクション S2.4.6)  
(日付: 2007 年 9 月 5 日)
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SOP 活動(2/3) 

カウンターパートがアバッサ浄水場でポンプ

整備に SOP を適用している状況。 
(アクション S4.6) 

      (日付: 2007 年 9 月 5 日)

カウンターパートがザガジグ浄水場で水圧計

を測定している状況。 (アクション S2.6)  
 

(日付: 2007 年 2 月 20 日)

カウンターパートがザガジグ浄水場で SOP 文

書を活用し、記録をしている状況  
(アクション S2.6)  

  (日付: 2007 年 2 月 20 日)

カウンターパートが本部で専門家から水理

解析を習っている状況。 (アクション S5-2)  
   (日付: 2007 年 8 月 21 日)

新ファクース浄水場で、水質管理に関する調査

をしている状況。(アクション S9) 
 

(日付: 2007 年 5 月 28 日)

カウンターパートがアブカビア郡で専門家か

ら水位計の使用方法を指導されている状況。

(アクション S10)      
     (日付: 2007 年 5 月 15 日) 
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SOP 活動(3/3) 

ディアルブニグム郡においてポータブル流量

計で井戸生産量を計測している状況。  
(アクション S10)  

(日付: 2007 年 6 月 24 日)

ザガジグ浄水場でろ材塩素管理の OJT をして

いる状況。(アクション S6)  
           

(日付:2008 年 6 月 24 日)

アバッサ浄水場で薬品管理の OJT をしている

状況。 (アクション S6)  
        (日付: 2008 年 7 月 17 日)

 

アバッサ浄水場でデータロガーを設置し、デ

ータ測定と転送のトレーニングをしている状

況。(アクション S3.5)   
       (日付: 2008 年 7 月 14 日)

残留塩素管理の手順を作成している状況。 
(アクション S4.6)    
 

 (日付: 2008 年 10 月 12 日)

アバッサ浄水場の残留塩素管理の OJT を本部

チームが実施している状況。 
(アクション S6.7)  

                (日付: 2008 年 10 月 28 日)
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要約 

 
1. プロジェクトの全体工程と主要活動 

本プロジェクト事業完了報告書は、プロジェクトの全ての活動と成果を取り纏めたものである。

プロジェクトは、2006 年 11 月から 2009 年 10 月まで 4 年次にわたって行われた。全体工程と主

要活動は、図 S-1 に示すとおりである。 

 
年

会計年度

月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

年次

主な
活動

セミナー&ワーク
ショップ

2009年度2006年度

2009
2008年度

2006 2007
2007年度

2008

第一年次 第二年次 第三年次 第四年次

1. UFW及び上
水道施設の現
状調査

2. UFW削減及

びSOP活動アク
ション・プランの
作成

 1. UFW削減活動のためのパイロット・プロジェ
　  クト実施
 2. SOPの作成とOJTによる適用

第三年次の継続
実施及び成果の

評価

▼ ▼ ▼ ◆◆

◆ 公開セミナー ▼ 公開ワークショップ

◆

 
図 S-1 全体工程及び主要活動 

 
2. アクション・プラン 

本プロジェクトは、以下の 2 つの主要活動からなっている。 

(1) UFW1削減活動 

(2) SOP2活動 

これらの活動に関するアクション・プランが第一年次で策定され、2007年3月の技術委員会（TC）

において承認された。それぞれの活動に関するアクション・プランの内容は、以下のとおりであ

る。 

UFW 削減活動 

[各パイロット・プロジェクト共通アクション] 

アクション-U1 モストロッド研修センターで C/P スタッフの研修を行う 

アクション-U2 候補地域に関して夜間最小流量（MNF）または漏水調査を実施する 

アクション-U3 パイロット・プロジェクト地区を決定する 

アクション-U4 GIS 図面を整備する 

アクション-U5 ヨルダンの UFW 削減活動経験を学習する 

                                                      
1 UFW：無収水（unaccounted-for water） 
2 SOP：運転手順の標準化（standard operational procedures） 
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[パイロット・プロジェクト実施に係るアクション] 

アクション-U6 配水管網の現地調査を行う 

アクション-U7 水道メータの動作状況を調査し、水道メータの検針を行う 

アクション-U8 動いている水道メータの誤差と家庭内の水漏れを測定する 

アクション-U9 MNF 調査を実施する 

アクション-U10 管修理前の配水量分析を行う 

アクション-U11 漏水探知調査を実施する 

アクション-U12 漏水箇所を修理する 

アクション-U13 管修理後の MNF 調査（水道メータ検針含む）を実施する 

アクション-U14 漏水箇所修理後の配水量分析及びその評価を実施する 

 

SOP 活動 

アクション-S1 施設の基本技術情報・図面を整備する 

アクション-S2 施設運転維持管理の記録・報告の統一様式を設定・実施する 

アクション-S3 ７浄水場における取水・生産水量を測定および記録する 

アクション-S4 モデル施設の SOP を作成する 

アクション-S5 配水管理のための SOP 活動（区域流量測定および管網計算）を行う 

 S5-1 小区画の配水量管理のためのパイロット・プロジェクトを実施する 

 S5-2 配水管網の水理解析を実施する 

アクション-S6 SOP による運転維持管理を実施する 

アクション-S7 全県水道施設への SOP 作成活動を展開する 

アクション-S8 運転維持管理計画を作成する 

アクション-S9 水質管理計画を策定する 

アクション-S10 井戸台帳の整備と井戸モニタリングを実施する 

 

3. 活動における主な出来事 

本プロジェクトに係る各活動の主な出来事は、以下に示すとおりである。 

(1) 一般事項 

2006 年 12 月 第 1 回 JCC3が開催され、インセプション・レポートが承認された。 
2007 年 3 月 第 1 回 TC4が開催され、アクション・プランが承認された。 
2007 年 6 月 第 2 回 JCC が開催され、PDM1 と PO1 が承認された。同時に第 1 回公開セ

ミナーがカイロ市内で開催された。 
2008 年 3 月 第 3 回 JCC が開催され、PDM2 と PO2 が承認された。同時に第 2 公開セミ

ナーがカイロ市内で開催された。 
2008 年 7 月 第 4 回 JCC が開催され、PDM3 と PO3 が承認された。 
2009 年 2 月 終了時評価調整委員会の会議と第 6 回 JCC が開催された。そこで、本技プ

ロに係る合同評価レポートに関するミニッツ署名が交わされた。 
2009 年 10 月 第 6 回 JCC が開催され、現地業務の完了とプロジェクト完了報告書を 2009

年 11 月にエジプト側に提出することが確認された。 
 

                                                      
3 JCC： 合同調整委員会（Joint Coordinating Committee） 
4 TC： 技術員会（Technical Committee） 
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(2) UFW 活動 

2006 年 12 月 UFW 本部チームが SHAPWASCO 本部に編成された。 
2007 年 1 月 UFW に関する現状調査が完了した。 
2007 年 2 月 全県で UFW チームが編成され、本部 UFW チーム長の日本での研修が実施

された。 
2007 年 3 月 UFW 削減活動のアクション・プランが策定され、承認された。 
2007 年 4 月 アクション U1 及び U4 が開始された。 
2007 年 5 月 アクション U2 が開始された。 
2007 年 6 月 アクション U5 が実施された。 
2007 年 7 月 パイロット・プロジェクトがザガジグ市東地区（PP-1）で開始された。 
2007 年 8 月 PP-1 においてアクション U11 及び U12 が開始された。 
2007 年 9 月 漏水探知技術習得のための内部ワークショップが開催された。 
2007 年 10 月 節水キャンペーンが小学生及び中学生を対象に、ヒヒヤ浄水場で実施され

た。 
2007 年 11 月 UFW 削減活動の達成状況を発表するための第 1 回公開ワークショップがザ

ガジグ市内で開催された。 
2008 年 11 月 5 箇所のパイロット・プロジェクト（ザガジグ市東地区、ザガジグ市西地区、 

ヒヒヤ郡、ザガジグ郡及びイブラヒミヤ郡）が完了した。 
2008 年 12 月 UFW 活動の成果を発表するための第 2 回公開ワークショップが、ザガジグ

市内で開催された。 
2009 年 1 月 SHAPAWASCO 自己資金による漏水探知研修ヤードが、ヒヒヤ市中央ポンプ

場に完成した。 
2009 年 2 月 UFW 削減活動の成果状況を発表するため第 3 回公開ワークショップがカイ

ロで開催された。同ワークショップでは、ヨルダンの UFW 削減活動を紹介

するためヨルダン水公社の代表がプレゼンテーションを行い、意見交換を

行った。 
2009 年 9月～10
月 

全てのパイロット・プロジェクトが完了した。同パイロット・プロジェク

トの結果を基に、PI の一つである UFW の長期目標値が設定された。 
2009 年 10 月 第 3 回公開セミナーが開催され、UFW 削減活動の成果の発表が行われた。

 

(2) SOP 活動 

2006 年 12 月 SOP 本部チームが SHAPWASCO 本部内に編成された。 

2007 年 1 月 既存上水道施設の現況調査が実施され、SHAPWASCO の既存上水道施設の

リストが整備された 

2007 年 2 月 SOP 本部チーム長の日本での研修が行われた。 

2007 年 3 月 SOP 活動のためのアクション・プランが策定され、承認された。 

2007 年 4 月 アクション S1 が開始された。 

2007 年 5 月 アクション S2、S3、S5、S9 及び S10 が開始された。 

2007 年 8 月 SOP の他の施設への普及活動が開始され、内部ワークショップが行われた。

2007 年 11 月 SOP 活動の第 1 回公開ワークショップが行われ、SOP の適用例について討

議が行われた。 

2008 年 2 月 SOP を適用した OJT がアバッサ浄水場で開始された。 

2008 年 3 月 超音波流量計による配水量測定がアバッサ浄水場で開始された。 
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2008 年 6 月 SOP を適用した OJT がカフルファラグ鉄マンガン除去施設で開始された。

また、ザガジグ浄水場でろ過材の洗浄が開始された。  

2008 年 11 月 SHAPWASCO による SOP の改定作業が、アバッサ浄水場で開始された。 

2008 年 12 月 SOP を適用した OJT がビスベイス増圧ポンプ場で開始された。 

2008 年 12 月 第 2 回公開ワークショップが開催され、SOP 活動の成果が発表された。 

2009 年 2 月 第 3 回公開ワークショップがカイロで開催され、SOP 活動の成果が発表さ

れた。 

2009 年 3月～10

月 
送水量及び電力、塩素、硫酸アルミニウムの消費量のモニタリングが実施

された。SOP 活動に係る水道事業指標が、モニタリング結果を基に設定さ

れた。 

2009 年 10 月 第 3 回公開セミナーが開催され、SOP 活動の成果が発表された。 

 

4. プロジェクト活動の総括 

4-1. UFW 削減活動 

本プロジェクトの UFW 削減活動は、それぞれのパイロット・プロジェクトで以下のように

総括される。 

表 S-1  プロジェクトにおける UFW 削減活動の総括 

UFW 率 

No. 
パイロット・プロジェク

ト地区 
漏水修理前 

(%) 

漏水修理後 

(%) 

削減ポイント 

1 ザガジグ市東地区 40.8 20.8 20.0 

2 ヒヒヤ郡 27.5 16.6 10.9 

3 ザガジグ市西地区 35.4 19.4 16.0 

4 ザガジグ郡－1 39.2 14.1 25.1 

5 イブラヒミヤ郡－1 30.0 14.0 16.0 

6 ディアルブ・ニグム郡 26.2 18.6 7.6 

7 ザガジグ郡－2 30.7 23.0 7.7 

8 イブラヒミヤ郡－2 19.9 12.8 7.1 

9 ビスベイス郡 21.3 12.8 8.5 

10 アブ・ハマッド郡 39.2 29.7 9.5 

11 メニア・アルカマ郡 29.2 23.4 5.8 

 平均値 31.4 19.1 12.3 

 目標値   13 

※平均値は配水量を考慮した加重平均
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4.2 SOP 活動 

本プロジェクトの SOP 活動は、それぞれの活動に関して以下のように総括される。 

表 S-2  本プロジェクトの SOP 活動の総括 

活動 成果 適用施設 

SOP 活動に関

連する書類作

成 

 基本システム図 

 SOP 図書 

 P&ID 及び他の図面

文書の作成・見

直し・修正能力

向上 

スタッフの維持管理能

力の向上 

4WTP, 

3FMRP, 1BPS

及び 2WPS 

 統一記録フォーム 文書の作成・見

直し・修正能力

向上 

スタッフの維持管理能

力の向上 

1WTP, 

1FMRP, 1BPS

及び 1WPS 

ろ過材の O&M ろ過洗浄水の

使用量削減 

3WTP 及び

2FMRP 

SOP を適用し

たOJTによる

O&M 実施 薬品注入量の管理 薬品消費量の

削減 

 水道事業指標の改善 

 水道施設の改善 

 浄水処理水質の改善 3WTP 及び

2FMRP  

主要ポンプの運転台数

制御 

給水の安定及

び消費電力量

の削減 

給水サービスの改善 2WTP, 1BPS 

及び 1WPS 

井戸モニタリングの実

施 

井戸台帳の整備、井戸モニタリング体制の

強化 

全井戸ポンプ

場 

その他の活動 

水質管理計画の策定 監査システムの日常化、水質管理プログラ

ムの整備 

2WTP 

注：  

WTP: 浄水場、FMRP: 鉄マンガン除去施設、BPS: 増圧ポンプ場、WPS: 井戸ポンプ場 

P&ID: 配管計装系統図、O&M: 運転維持管理 
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第１章 プロジェクト概要 

 

1.1 概論 

 

エジプト国（以下、「エ」国）では、1990 年代に上下水道分野での行政組織の非効率・事業経

営の財政破綻が明らかになり、行政改革が進められてきた。 

シャルキーヤ県は人口約 500 万人を擁する「エ」国第 3 位の県であるが、同県でも 1995 年にシ

ャルキーヤ県上下水道公団（SHEGAWASD）が同県内の全ての上下水道事業の維持管理を県政府

より引継ぎ、実施することとなった（SHEGAWASD は 2004 年に名称を SHAPWASCO と変更して

いる。）SHAPWASCO の経営も他の公団・会社と同様に赤字であり、その原因は低水道料金に起

因する低収入及び過剰要員による過大な人件費負担、非効率な施設運転による高いコスト、高い

無収水率、低い料金徴収率、経営情報（生産・給水管理情報、顧客情報）の未整備による管理不

足である。 

こうした状況の中、2003 年、「エ」国政府は我が国に対して SHAPWASCO の経営改善のための

技術協力プロジェクトの要請を行った。なお、シャルキーヤ県では、我が国の無償資金協力「シ

ャルキーヤ県北西部上水道整備計画」により建設された浄水場が 2007 年 3 月から稼動しており、

本プロジェクトは同無償資金協力の連携案件として位置づけられている。 

上記要請を受けた JICA は、2006 年 5 月から 6 月にかけて「エ」国側との協議を実施し、要請

内容の妥当性を確認の上、具体的なプロジェクトの概要について「エ」国側とミニッツ（M/M）

の署名交換を行い、2006 年 9 月に実施協議議事録（R/D）に署名し、2006 年 11 月からプロジェク

トを開始した。 

第 1 回合同調整員会（JCC）が、2006 年 12 月 3 日に開催された。第 1 回 JCC では、本プロジ

ェクトのインセプション・レポートが専門家チームによって説明され、JCC 委員によって承認さ

れた。 

プロジェクト実施期間中、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）及び実施計画（PO）

が PDM0 及び PO0 から PDM3 及び PO3 にそれぞれ変更となった。第 2 回及び第 4 回 JCC におい

て、これらの変更が承認された。 

JICA 専門家チームとカウンターパート（C/P）チームは、PDM/PO、2008 年 3 月 4 日の中間モ

ニタリング調査チームのコメント及び 2009 年 2 月 23 日の終了時評価チームのコメントに従って、

無収水（UFW）削減活動、運転・維持管理能力向上（標準操作手順：SOP）活動及び節水のため

の住民意識向上キャンペーンを実施した。 

そして、第 6 回 JCC において、エジプトにおける活動が、2009 年 10 月末で完了したこと、及

びプロジェクトの最終報告書が 2009 年 11 月にエジプト側に提出されることが確認された。 
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1.2 プロジェクトの目的 

本プロジェクトの目的は、以下のようにまとめられる。 

上位目標 シャルキーヤ県において、水道施設の運営維持管理能力が向上する。 

 

プロジェクト目標 プロジェクト地域において水道施設の運営維持管理能力が向上する。 

 

プロジェクト実施により、下記の成果（アウトプット）が得られると期待される。 

成果  パイロット地区の無収水（UFW）率が削減される。 

 上水道施設の運営維持管理能力が強化される。 

 

プロジェクトにおける活動は、以下に重点を置く。 

活動  無収水（UFW）削減に係る活動 

 上水道施設の運転・維持管理（SOP：標準作業手順）の改善に係る活動 

 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）及び実施計画（PO）は、第 2 年次（2007 年 4

月～2008 年 3 月）に見直しが行われた。すなわち、オリジナルの PDM0 及び PO0 が PDM3 及び

PO3 に改定され、JCC 会議で承認された。 

 

1.3 プロジェクト地域 

プロジェクト地域は、以下のように UFW 削減活動が行われる場所によって区分される。 

<UFW 削減活動> 

 プロジェクト地域－1： ザガジグ市、ザガジグ郡 

 プロジェクト地域－2： ヒヒヤ郡、ディアルブ・ニグム郡、イブラヒミヤ郡 

 プロジェクト地域－3： アブ・ハマッド郡、ビスベイス郡、メニア・アルカマ郡 

<SOP 活動> 

 シャルキーヤ県内の以下の上水道施設 

 浄水場 

 増圧ポンプ場 

 鉄マンガン除去施設 

 井戸ポンプ場 

 

1.4 プロジェクトの実施体制 

 

本プロジェクトは、以下の実施体制のもとで実施された。 

(1) プロジェクト実施体制 

上下水道資産保有会社（HCWW）の総裁がプロジェクト・ダイレクター及び合同調整委員会

（JCC）にアサインされた。プロジェクト・マネジャーは、SHAPWASCO 総裁が任命された。JCC
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メンバーは、NOPWASD の代表、シャルキーヤ県知事、JICA 専門家及び JICA エジプト事務所代

表から構成された。 

無収水削減チーム（UFW チーム）及び運転・維持管理のための標準運転作業チーム（SOP チー

ム）が SHAPWASCO 本部内に編成された。両チームは、プロジェクト地域の責任者と緊密に連絡

を取り合いながら活動を行った。それに加え、USAID との協調が不可欠であったことから、本部

チームは定期的な情報交換のための仕組みを構築した。 

図 1-1 は、プロジェクト実施体制を模式化したものである。本プロジェクトの覚書（M/M）で

合意した実施体制では、JCC 会議の回数が限られているので、中央政府を含む JCC での協議に先

立って技術的な事前協議を目的として技術委員会を設置することが提案された。技術委員会は、

SHAPWASCO、HCWW、UFW チーム、SOP チーム及び JICA 関係者によって構成された。 

プロジェクト実施に関連する、それぞれの委員会または会議の役割は、表 1-1 に示すとおりで

ある。 

表 1-1 プロジェクトに関する委員会及び会議の役割 

委員会・会議名 役割 開催頻度 

合同調整委員会（JCC） プロジェクト年次計画の認可、プロジェクト及び

年次計画のモニタリング・評価、プロジェクトの

主要課題の協議・助言、両国間（「エ」国・日本側）

の調整 

1～2 回/年 

技術委員会（TC） JCC の事前協議、プロジェクトの主要課題の事前協

議、プロジェクトの進捗報告・管理、必要と判断

される時(随時) 

随時 

プロジェクト・チーム会

議（PTM） 
活動結果の報告、活動予定の確認、問題点の指摘及

び解決に向けた協議 

原則毎週 

 

 

図 1-1 プロジェクト実施体制図 

 
SHAPWASCO 

ホールディング・ 
カンパニー 

日本大使館 

JICA エジプト 
事務所 

合同調整委員会(JCC)
[議長] 

ホールディング・カンパニー総裁 
[エジプト側]                           [日本側] 

SHAPWASCO 総裁                        専門家 
NOPWASD 代表                         JICA 事務所 
シャルキーヤ県知事、等 

       プロジェクトチーム     -       
プロジェクト・マネージャー(総裁)      チーフ・アドバイザー 

エジプト側 C/P              専門家 
 

USAID 

UFW 本部チーム SOP 本部チーム

  
ザガジグ UFW チーム ヒヒヤ UFW チーム

7 箇所の浄水場の責任者(場長) 

6 箇所の加圧ポンプ場
の責任者 

8 箇所の鉄・マンガン除
去施設責任者 

182 の井戸を管轄する水管理部門の責任者 10 名 

[管轄区域] 
ザガジグ市、ザガジ

グ郡 

[管轄区域] 
ヒヒヤ郡、ディアル
ブニグム郡、イブラ

ヒミヤ郡 

技術委員会(TC)
SHAPWASCO、HCWW、UFW、SOP 

専門家、JICA 事務所 

1.無収水率削減 2.維持管理体制確立 
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(2) 合同調整委員会（JCC） 

合同調整員会（JCC）は、2006 年 9 月 20 日に設立された。HCWW 総裁がプロジェクト・ダイレ

クターとして指名された。JCC 委員は、以下のとおりである。 

表 1-2 合同調整委員会（JCC）メンバー 

職位 メンバー 

- 委員長  HCWW 総裁 

- エジプト側委員  SHAPWASCO 総裁 

  SHAPWASCO 代表 

  NOPWASD 代表 

  シャルキーヤ県代表 

  委員会からの指名者 

- 日本側委員  チーフアドバイザー 

  専門家 

  JICA エジプト事務所代表 

  JICA からの派遣者（必要な場合） 

注：日本大使館関係者は、オブザーバーとして JCC に出席できる。 

 

(3) 技術委員会（TC） 

技術委員会（TC）の設置は、2006 年 12 月 3 日に行われた第 1 回 JCC において、専門家チームよ

り提案され、JCC 会議で承認された。TC は、JCC に先立って技術的事項あるいはプロジェクト活

動の諸課題について協議するために開催するよう提案された。 

しかしながら、TC は、プロジェクト期間中、1 回しか開催されなかった。理由は、全ての懸案事

項はプロジェクト・チーム会議で詳細に協議されるからである。プロジェクト・マネジャーであ

る SHAPWASCO 総裁が、JCC 委員に対してプロジェクト・チーム会議での協議内容について説明

した。TC のメンバーは、以下のとおりである。 

表 1-3 技術委員会（TC）メンバー 

役割 メンバー 

- 議長  SHAPWASCO 総裁 

- 委員  HCWW 代表 

  NOPWASD 代表 

  UFW・SHAPWASCO 本部チーム長 

  SOP・SHAPWASCO 本部チーム長 

  JICA 専門家 

  JICA エジプト事務所代表 

 

(4) プロジェクト・チーム 

プロジェクト・チームは、プロジェクト開始前に C/P チームと JICA 専門家チームの間で編成され

た。同チームの構成メンバーは、以下のとおりである。 
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表 1-4 プロジェクト・チームメンバー 

役割 メンバー 

- プロジェクトマネジャー  SHAPWASCO 総裁 

- 構成員  UFW・SHAPWASCO 本部チームメンバー 

  SOP・SHAPWASCO 本部チームメンバー 

  プロジェクト・ファシリテーター 

  JICA 専門家 

 

(5) カウンターパート（SHAPWASCO） 

2006 年 12 月、UFW 削減チームと SOP チームが SHAPWASCO 本部内に編成された。2007 年 2

月、ザガジグ市東地区、ザガジグ市西地区及び各郡の UFW チームが編成された。SOP チームに

ついては、2007 年 2 月、アクション・プラン策定のためのタスク・フォースが編成された。 

[UFW チーム] 

UFW チームは SHAPWASCO の本部チームを除いて、エンジニア 1 名、技能工 3 名及び労務者

2 名から構成される。これらのメンバーは、以下の表に示すとおりである。 

表 1-5 UFW チームメンバー 

市/郡別 UFW チーム名 氏 名 

UFW 本部チーム Mr. Alae El Din Mohamed (E) 
Miss. Wala Mohamed Ali (E) 
Miss. Wala Hamdi (E) 
Mr. Alaa Abd El Raheem (S) 

ザガジグ市東地区 

 
Mr. Salama Mahmoud Abd El Aal (E) 
Mr. Mohamed Mohamed Bakr (S) 
Mr. Medhat Moneir Mahmoud (S) 
Mr. Mohamed Hafez Lotfy (S) 

ザガジグ市西地区 

 
Mr. Samir Mahmoud Abd El Hameed (E) 
Mr. Mahmoud Mohamed El Hariry (S) 
Mr. Nabil Fathy El Sayed (S) 
Mr. Gorge Abd El Maseeh (S) 

ザガジグ郡 

 
Mr. Mohamed Mohamed Sabry (S) 
Mr. Ibrahim Bayoumi Mohamed (S) 
Mr. Ahmed Younis Metwaly (S) 
Mr. Esam Afifi (S)  

ヒヒヤ郡 

 

Mr. Mahdy Fathy Ahmed (E) 
Mr. Gamal Mohamed Hussein (S) 
Mr. El Hady Ahmed El Taher (S) 

イブラヒミヤ郡 

 

Mr. Ramadan Abd Allah (S) 
Mr. Khairi Abd El Rahman (S) 
Mr. Mahmoud Mohamed Asar (S) 
Mr. Abdu Fatehy Mohaned (S) 

ディアルブ・ニグム郡 

 

Mr. Mohamed El Sayed El Killany (S) 
Mr. Mohamed Megahed Abd El Aziz (S) 
Mr. Khairi Eid Talaat (S) 
Mr. Hamdi El Sayed Abd El Fatah (S) 

アウラド・サクル郡 

 

Mr. Emad Ahmed Abd El Kader (E) 
Mr. Bendary Hassan Bendarhy (S) 
Mr. Hegazy El Sayed Ali (S) 
Mr. Saeed Abd El Salam Ahmed (S) 
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市/郡別 UFW チーム名 氏 名 

カフル・サクル郡 

 
Mr. Fahmy Mohamed Khalaf Allah (E) 
Mr. Mohamed Ibrahim Mohamed (S) 
Mr. Mahmoud Awad Abd Alah (S) 
Mr. Osman mansour Mohamed (S) 

メニア・アルカマ郡 

 
Mr. Mohamed Abd El Wahab (E) 
Mr. Adel Saleh (S) 
Mr. Ibrahim Fathy El Sadany (S) 
Mr. El Sayed Abd El Habet Ghamry (S) 

マシュツール・エル・スーク郡 

 
Mr. Saeed Abd El Rahman Hefny (E) 
Mr. Mohamed Ahmed Ali Hozayen (S) 
Mr. Abd El Baset Mostafa Mohamed (S) 
Mr. Soliman Hassan Soliman (S) 

ビスベイス郡 

 
Mr. Reda Abd El Hameed Abd Allah (S) 
Mr. Salah Mohamed Kamel (S) 
Mr. Mahmoud Salem Ibrahim (S) 
Mr. Mostafa Ali ElSayed (S) 

ファクース郡 

 
Mr. Sebaey Mohamed Rabee (E) 
Mr. Mostafa Mohamed Sobeeh (S) 
Mr. El Sayed Abd El Aziz Soliman (S) 
Mr. Salah El Dien Abbas Farah (S) 

アブ・カビール郡 

 
Mr. El Saied Abd El Reheem (E) 
Mr. Abd El Wahab Mohamed Ali (S) 
Mr. Mahrous Gergis Romees (S) 
Mr. Mahmoud Mohamed Gebaly (S) 

アブ・ハマッド郡 

 
Mr. Taher Mansour Metwalli (E) 
Mr. Sayed Nasser (S) 
Mr. Mohamed Mahmoud Radwan (S) 
Mr. Youssry Abd El Monem Hassan (S) 

フセイニア郡 

 
Mr. Salah Abd El Haq (E) 
Mr. Mohamed Abd El Monem (S) 
Mr. El Sayed Ibrahim Ali (S) 
Mr. Mohamed Abd El Aal Mohamed (S) 

エル・サレヒア郡 
（2008 年 1 月に設立された） 

Mr. Mohamed Saleem Abd El Salam (E) 
Mr. Mohamed Mohamed Gomaa (S) 
Mr. Ibrahim Ali Attia (S) 
Mr. Abd Alaziz Khalil Mahmoud (S) 

GIS センター Mr. Abdel Halim Mahdy 
Mr. Tarek Yousef 
Ms. Aliaa El Saeed 
Ms. Hend Ali 
Mr. Mohamed Saeed 
Ms. Nour Abbas 
Ms. Samar Sameer 
Ms. Marwa Ahmed 
Ms. Basma Ibrahim 

節水キャンペーン Ms. Mariam Wageih 

E: エンジニア、S: 技能工 

[SOP チーム] 

SOP チームは SHAPWASCO の本部チーム給水施設関係から構成される。これらのメンバーは、

以下の表に示すとおりである。 
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表 1-6 SOP チームメンバー 

活動 氏 名 所属 

SOP 本部チーム 

1- Eng. Abdel Shafi Abdel Aziz 

2- Eng. Ibrahim Shaheen 

3- Eng. Gamal Abd El Hameed 

4- Mr. Mohamed Ali 

5- Ms. Heba Mahmoud Mohamed 

6- Mr. Abd Allah Sayed 

SOP 活動タスクフォース: 

1- Mr. Abdel Shafi Abdel Aziz 

2- Mr. Nagi Labib Abd El Sayed 

3- Mr. Bahaa Abd Allah Badran 

4- Mr. Samir Gharieb  

5- Mr. Mohamed Ali 

6- Mr. Aly El Mosalemy 

7- Mr. Emam Abd El Mawgoud 

10- Mr. Gamal Abd El Hameed Morsi 

11- Mr. Mohamed El Sayed Abd El Hameed 

12- Ms. Naglaa Fatehy 

 

Head of SOP/HQ Team 

Electrical Engineer 

Geologist – Well Depart. 

Chemist 

Assistant 

Assistant 

 

Head of SOP/HQ Team 

Hihya WTP manager 

Kafr Saqr WTP manager 

Abbasa WTP manager 

Head Quarter 

Water Department Manger 

Menia Al Qamah FMR plant 

Well Stations Department 

Bilbais BPs 

Data Base- Head Quarter  

SOP チーム：アバッサ浄水場 

1- Eng. Samir Mohamed Ghareib 

2- Tech. Hosni Abd El Rahman Hosni 

3- Tech. Abd El Hakeem Mohamed  

4- Tech. Ashour Ali Ashour 

5- Tech. Ismaiel Abd El Hameed 

6- Labor. Adel Gamal Mohamed 

7- Chemist. Mansour Mohamed Nasaar 

8- Chemist. Fayza Mohmed Ghamri 

Representative from other facilities: 

1- Eng. Mohamed Faried  

 

Abbasa WTP manager 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

Abbasa WTP 

 

Zagazig WTP manager 

SOP 活動 

SOP チーム：ザガジグ浄水場 

1- Mohamed El Sayed Farid 

2- Tech. Abd Allah Mohamed Yousef 

3- Tech. Zakaria Mamoud El Sayed 

4- Tech. Mohamed Hassan Mohamed 

5- Tech. El Sayed Mohamed Hassan  

6- Tech. Hani Zaki Fahmy 

7- Tech. El Sayed Mohamed Abd El Rahman

8- Chemist: Ahmed Abd El Mohsen 

9- Chemist: Mona Abd Alah Mokhtar  

 

Zagazig WTP manger  

Zagazig WTP 

Zagazig WTP 

Zagazig WTP 

Zagazig WTP 

Zagazig WTP 

Zagazig WTP 

Head of Laboratory 

Chemist 
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活動 氏 名 所属 

SOP チーム：新ファクース浄水場 

1- Eng. Ahmed Mohamed El Ghateit 

2- Tech. Helal Morsi Mansour 

3- Tech. Ashraf Mohamed Basiouni 

4- Tech. Samir Ahmed Youssef 

5- Chemist. Saad El Dien Abd El Monem 

6- Tech. Youssry Mohamed Abd El Rehim 

Representative from other facilities: 

1- Eng. Bahaa Ramadan 

2- Eng. Nagi Labib  

 

New Faqus WTP manager 

New Faqus WTP 

New Faqus WTP 

New Faqus WTP 

New Faqus WTP 

New Faqus WTP 

 

Sangaha (Kafr Saqr) WTP manager  

Hihya WTP manager 

SOP チーム：カフル・ファラグ FMRP 

1- Tech. Imam Abd El Mawgood  

2- Tech. Samir El Sayied Hassan 

3- Tech. El Sayied Abd El Fatah El Saied 

4- Chemist. Abd El Hadi Ali Bassiouni 

他施設の代表: 

1- Tech. Adel Abu El Yazid Mohamed 

2- Tech. Mohamed Fouad Ali Mostafa  

3- Tech. El Saied El Shahat El Menshawi  

4- Tech. Ahmed Mahmoud Ahmed Nagi  

6- Tech. Zareif Saber Mohamed El Saied  

 

Kafr Farag FMRP manager 

Kafr Farag FMRP 

Kafr Farag FMRP 

Kafr Farag FMRP 

 

Qenayat FMRP  

Mashtool El Sooq FMRP 

El Adlia FMRP 

Melamis FMRP in Menia Al Qamah 

Abu Metanna in Diarb Nigm 

SOP チーム：ビルベイス増圧ポンプ場 

1- Tech. Mohamed El Sayied  

2- Tech. Gamal Gaad Ahmed Ibrahim 

3- Tech. Gamal Salem Mohamed 

4- Chemist. Saad El Dien Abd El Monem 

5- Abd El Hakeem Nabawi 

他施設の代表 

1- Tech. Emad El Dien Abd El Hadi  

2- Tech. Abd El Aliem Ahmed Mohamed 

 

Bilbais BPS manager  

Bilbais BPS 

Bilbais BPS 

Bilbais BPS 

Bilbais BPS 

 

Faqus BPS 

Zagazig BP 

SOP チーム：ズラー井戸ポンプ場 

1- Eng.Ali El Mosalmi 

2- Tech. Ibrahim Mohey 

3- Tech. Mohamed Abd El Aziz 

4- Tech. Attia Bayoumi 

5- Tech. Sami Bahi Abd El Gawad 

6- Chemist. Gamal Abd El Hameed 

 

Zeraa well station 

Zeraa well station 

Zeraa well station 

Zeraa well station 

Zeraa well station 

Head Quarter 

 

SOP チーム：アスルギ井戸ポンプ場 

1- Tech. Abd El Aleem Mohamed Ahmed 

2- Tech. Salah El Din Afifi Khatab 

 

Manger of Water Plants 

Manger of El Aslougi  Station 
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活動 氏 名 所属 

3- Tech. Abd El Hameed Ibrahim 

4- Tech. Ahmed Mohamed Metwaly 

El Aslougi well station 

El Aslougi well station 

SOP チーム：カナヤッタ FMRP （追加） 

1- Tech. Adel Abu El Yazid Mohamed 

2- Tech. Saleem Abd Alah 

3- Tech. El Sayied Ibrahim 

4- Chemist. Attia Goda El Sayed 

 

Plant Manger of Qenayat FMRP 

Technician of Qenayat FMRP 

Technician of Qenayat FMRP 

Chemist 

 

SOP チーム：アブ・メタナ FMRP（追加） 

1- Tech. Adel Abu El Mohamed Abu Warda 

2- Tech. Hosam El Din Mohamed 

3- Tech. Alaa Ahmed El Badawi 

4- Ahmed Ali Abd El Maksoud 

4- Chemist. Adly Abd El Mageed 

 

Plant Manger of Abu Metana FMRP 

Technician of Abu Metana FMRP 

Technician of Abu Metana FMRP 

Technician of Abu Metana FMRP 

Chemist 

3. 水理解析チーム 1- Mr. Mahdi Ahmed 

2- Ms. Heba Mahmoud 

Hihya Branch 

Head Quarter 

4. 井戸モニタリング 1- Mr. Gamal Abd El Hameed Morsi Head Quarter 

5. 水質管理 1- Mr. Mohamed Ali Head Quarter 

6. AutoCAD オペレータ 1- Ms. Heba Mahmoud 

2- Ms. Nour Abbas  

Head Quarter 

 

(5) JICA 専門家チーム 

JICA 専門家チームは日本側専門家チームとエジプト側専門家チームで構成され以下のとおりで

ある。 

表 1-7 JICA 専門家チーム 

専門家 氏 名 

[日本側専門家チーム]  

- 総括/上水道計画 武内正博 
- 無収水削減計画 瀬野正敏 
- 漏水探知技術 岡崎明彦 
- 生産・配水管理１ 佐伯昇 
- 生産・配水管理２/機械技術 木村敬三 
- 水理解析/業務調整 大森光仁 
- 電気技術 アシュラフ・アハメッド 
- 水理地質 飯島伸幸 
- 水質管理 原崇志 

[エジプト側専門家チーム]  

- プロジェクト・ファシリテーター Mr. Mohamed Nagi 

- シニアエンジニア（UFW 削減活動） Dr. Mohamed Sobhy 

- シニアエンジニア（UFW 削減活動） Mr. Mostafa Moawed 

- シニアエンジニア（SOP 活動） Mr. Mahmoud Khalaf 

- シニアエンジニア（SOP 活動） Mr. Mahmoud Abu El Naga 
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第２章 PDM の変遷 

PDM 及び PO は、プロジェクト期間中に改定され、JCC において承認された。PDM の改定内容

は、表 2-1 に示すとおりである。 

表 2-1 PDM 及び PO の変遷 

PDM & PO バージョン 変更日 承認 主な変更内容 

PDM0 & 

PO0 

オリジナル 2006 月 

12 月 3 日 

第 1 回 JCC PDM0 及び PO0 が討議記

録（R/D）において両国間

で確認され、第 1 回 JCC

で承認された。 

PDM1 & 

PO1 

第 1 回変更 2007 年 

6 月 10 日 

第 2 回 JCC UFW 削減活動及び SOP

活動に関するアクショ

ン・プランに従って、大

幅な改定が行われた。 

PDM2 & 

PO2 

第 2 回変更 2008 年 

3 月 4 日 

第 3 回 JCC 中間モニタリング調査の

コメントに従った修正及

び UFW 及び漏水率の目

標値設定による修正が行

われた。 

PDM3 & 

PO3 

第 3 回変更 2008 年 

7 月 10 日 

第 4 回 JCC UFW 削減活動における

実績値を考慮して UFW

及び漏水率の目標値の修

正が行われた。 

 

PDM0 から PDM3 までの変遷は、表 2-2 から表 2-5 に示すとおりである。PO は、第 5 章の表 5-1, 

5-2 にあるように、実施工程表に反映されている。 
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表 2-2 PDM0（オリジナル：R/D 署名時） 
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表 2-3 PDM1（第 1 回変更） 
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表 2-4 PDM2（第 2 回変更） 
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表 2-5 PDM3（第 3 回変更） 
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